
会
全
体
の
変
化
に
沿
っ
た
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
が
不
充
分
だ
っ
た
結
果
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
組
合
員
の
福
利

厚
生
を
担
う
北
大
生
協
に
も
責
任
の

一
端
は
あ
る
の
で
す
が
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
デ
ザ
イ
ン
自
体
は
大
学
の
役
割

で
す
。

北
大
で
は
１
９
９
６
年
か
ら
「
キ
ャ

ン
パ
ス
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）」

を
策
定
し
、
２
０
０
６
年
版
を
経
て

２
０
１
８
年
版
が
直
近
の
も
の
で
す
。

２
０
１
８
年
版
作
成
の
際
は
「
学

内
か
ら
意
見
を
広
く
求
め
た
プ
ラ
ン

作
り
」
の
一
環
と
し
て
、
２
０
１
６

年
・
２
０
１
７
年
と
教
職
員
や
学

生
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
利
用
者
の
「
生
の

声
」
を
プ
ラ
ン
に
取
り
入
れ
る
姿
勢

を
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
は
「
誰
に
で
も

主な記事紹介

こ
の
記
事
が
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ

る
頃
、
私
は
も
う
北
大
の
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

３
流
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
出
だ
し

み
た
い
で
す
ね
。
実
は
３
月
31
日
で

40
年
勤
務
し
た
北
大
を
完
全
退
職
し

ま
し
た
。
定
年
か
ら
の
雇
用
延
長
を
４

年
間
勤
め
、
晴
れ
て
自
由
の
身
で
す
。

私
は
就
職
か
ら
18
年
ほ
ど
道
内
の

研
究
林
に
勤
務
し
、
22
年
前
に
札
幌

勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
札
幌
転
勤
の

数
年
後
に
北
大
生
協
教
職
員
委
員
会

に
入
り
、
以
来
16
年
生
協
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
生
協
で
の

活
動
を
通
じ
、
大
学
に
と
っ
て
生
協

と
は
何
か
、
逆
に
生
協
に
と
っ
て
大

学
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
数
年
は
、
北
大
か
ら
糧
を

得
て
い
る
身
な
が
ら
「
い
っ
た
い
北

大
は
何
処
を
向
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
首
を
ひ
ね
る
こ
と
が
多
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。
大
学
の
主
役
は
学
生
で

す
。
大
学
に
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

担
う
学
生
に
知
識
を
与
え
る
だ
け
で

は
な
く
そ
の
感
性
を
育
て
る
義
務
も

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

学
生
に
と
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
が
い
か

に
心
地
の
よ
い
場
所
で
あ
る
か
が
重

要
で
す
。
学
生
の
た
め
の
キ
ャ
ン
パ

ス
を
ど
の
様
に
計
画
し
作
り
上
げ
る

か
は
、
大
学
に
と
っ
て
と
て
も
大
事

な
事
業
で
あ
る
は
ず
な
の
で
す
。

本
務
や
生
協
の
仕
事
で
他
の
大
学

を
訪
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
大

き
な
規
模
の
他
大
学
と
比
べ
る
と
北

大
の
福
利
厚
生
施
設
は
「
貧
弱
」
で

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
初
め
か
ら
貧

弱
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

建
物
自
体
の
経
年
劣
化
に
加
え
、
社

使
え
て
冬
で
も
夏
で
も
く
つ
ろ
げ
る

空
間
を
」
と
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
取
り
入
れ
て
策
定
さ

れ
た
Ｃ
Ｍ
Ｐ
２
０
１
８
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
南
、
中
央
、
北
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
福
利
厚
生
施
設

を
含
め
て
充
実
さ
せ
る
計
画
が
見
て

取
れ
ま
す
。
２
０
１
７
年
初
め
頃
に

は
現
中
央
厚
生
会
館
の
向
側
に
新
し

い
総
合
施
設
を
建
築
す
る
構
想
が
囁

か
れ
、
北
大
生
協
も
中
央
食
堂
を
含

め
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
施
設
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
そ
れ
が
そ
の
年
の
秋
、

突
如
と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
誘
致
が
決
ま
り
、
総
合
施
設
を

建
築
す
る
と
思
わ
れ
て
い
た
場
所
に

２
０
１
８
年
７
月
、
某
コ
ン
ビ
ニ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

大
学
が
財
政
難
で
あ
る
こ
と
は
誰

も
が
知
っ
て
い
ま
す
、
コ
ン
ビ
ニ
が

学
内
に
あ
る
の
も
便
利
で
し
ょ
う
、

で
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
生
が
望

ん
だ
「
冬
で
も
夏
で
も
く
つ
ろ
げ
る

空
間
」
は
何
処
に
行
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
２
０
１
８
年
以
前
に
北
大
生
協

内
で
学
生
を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
て

い
た
「
み
ん
な
で
い
い
キ
ャ
ン
パ
ス

を
作
り
上
げ
る
た
め
に
」
と
い
う
雰

囲
気
は
も
う
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
北
大

は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
の
は
私
だ
け

で
し
ょ
う
か
。
奇
し
く
も
Ｃ
Ｍ
Ｐ 

２
０
１
８
の
「
お
わ
り
に
」
は
「
北

海
道
大
学
が
世
界
に
誇
れ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
を
、
学
生
、
関
係
者
及
び
地
域

の
皆
様
と
教
職
協
働
で
共
に
つ
く
り

あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
」
と
結
ん
で
い
ま
す
・
・
・
。

二
面
ー
三
面	

イ
マ
時
の
北
大
生

四
面	

台
湾
通
信　
第
13
回

七
面	

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
遺
跡
へ
行
こ
う　
第
６
回

菅
　
　
大
志

髙
倉
　
　
純

エゾリス（苫小牧研究林）
教職員写真同好会　伊藤仁浩
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軸ラベル

大学生活の重点

全国 18年

イマ時の北大生イマ時の北大生
2018年10月に実施した学生生活実態調査(全国大学生活協同組合連合会)の北大生の結果がまとまり
ましたので、その一部を報告します。

～大学生活の重点～

いじわるじいさん
先

日
、
家

族

の

急

病

で

１
１
９
番
に
電
話
し
た
。

「
５
分
で
着
き
ま
す
」
と
言

わ
れ
、
本
当
に
５
分
で
着
い

た
▼
救
急
隊
員
は
病
人
の

血
中
酸
素
を
調
べ
担
架
に

乗
せ
、
私
に
「
火
を
消
し

て
、靴
を
持
っ
て
」
と
指
示
。

走
る
車
内
で
心
電
図
を
取

り
病
院
に
届
け
て
く
れ
た
。

無
料
だ
っ
た
▼
ア
メ
リ
カ

に
国
民
皆
保
険
制
度
は
な
く
、
救
急
車

も
有
料
だ
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
『
シ
ッ
コ
』（
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー

ア
監
督
）
で
知
っ
た
。
交
通
事
故
に

遭
っ
た
女
性
が
、
保
険
会
社
に
救
急
車

の
支
払
い
を
拒
否
さ
れ
、
怒
り
を
爆
発

さ
せ
て
い
た
。
事
前
に
利
用
許
可
を

取
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
だ
な
ん
て
！
▼

日
本
人
で
よ
か
っ
た
と
の
ん
び
り
構

え
て
は
い
ら
れ
な
い
。
５
年
前
、
財
務

省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
が
「
救
急

出
動
の
一
部
有
料
化
な
ど
を
検
討
」

と
財
務
大
臣
に
建
議
し
た
の
だ
。
消

防
の
予
算
も
人
員
も
苦
し
く
な
っ
て

い
る
。
背
景
に
は
高
齢
者
の
増
加
が

あ
り
、
軽
症
利
用
や
タ
ク
シ
ー
代
わ
り

と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
ら
し
い
。
し

か
し
、
救
急
車
が
有
料
に
な
っ
た
ら
…

命
の
選
別
に
繋
が
り
か
ね
な
い
▼
先

の
病
人
は
大
事
に
至
ら
ず
に
済
み
、

救
急
医
療
の
有
難
み
を
噛
み
し
め

た
。
こ
の
制
度
、
国
民
皆
保
険
と
同

様
、
我
々
の
貴
重
な
財
産
だ
が
、
使
い

方
を
誤
る
と
崩
れ
て
い
き
そ
う
だ
。

財
政
削
減
の
ま
な
板
に
載
せ
ぬ
よ
う

大
事
に
使
い
た
い
。 

(

今
日
子)

大
学
を
選
ん
だ
理
由
と
充
実
度

北
海
道
大
学
を
選
ん
だ
理
由
と
し

て
一
番
高
い
の
は
一
位
が
「
自
分
の

学
力
に
合
っ
て
い
る
か
ら
」
次
い
で

「
学
び
た
い
専
門
分
野
が
あ
っ
た
か

ら
」「
雰
囲
気
が
合
っ
て
い
そ
う
だ

か
ら
」
と
続
き
ま
す
。

「
自
分
の
学
力
に
合
っ
て
い
る
か

ら
」
と
回
答
し
た
方
の
文
系
・
理
系

の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
学
び
た

い
専
門
分
野
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
回

答
し
た
方
は
文
系
26
％
に
対
し
、
理

系
は
41
％
と
理
系
の
ほ
う
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
大
学
は
、

文
系
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
理
系
は

農
学
部
や
獣
医
学
部
な
ど
特
色
の
あ

る
学
部
が
多
く
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う

か
。

大
学
生
活
の
重
点

大
学
生
活
の
重
点
は
、「
勉
学
や

研
究
」
と
答
え
た
方
が
40
％
近
く
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
平
均
と
比
較

し
て
も
高
い
数
字
で
す
。
一
日
の
平

均
勉
強
時
間
（
大
学
の
授
業+

そ
れ

以
外
の
勉
強
）
を
見
て
も
、
５
～
６

時
間
が
15
．６
％
と
一
番
高
く
、
北

大
生
は
よ
く
勉
強
や
研
究
を
し
て
い

る
な
、
と
い
う
印
象
で
す
。
今
後
も

こ
の
傾
向
が
続
く
こ
と
が
望
ま
し
い

で
す
ね
。
北
大
の
場
合
、
総
合
入
試
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0分

1時間未満

1時間～

2時間～

3時間～

4時間～

5時間～

6時間～

7時間～

8時間～

9時間～

10時間～

13時間～

無回答

%

１日の勉強時間合計（授業+大学+大学以外）2018年

加入の方法
出資金は、５口5,000円をお願いしています。
下記受付店舗へ出資金をそえてお申込みください。
加入手続き受付店舗
生協会館１階、クラーク会館内共済センター、北部購買、工学
部購買、中央購買、水産購買各店のサービスカウンター

プリペイドおよびポイント機能は、大
学から発行される「職員証カード」に
搭載されます。生協店舗ご利用の際
は、職員証カードをご利用ください。
教職員で未加入の方は、上記店舗にご来店いただくか、理事会
室（大学内線：3285）にご連絡いただけましたら加入用紙をお
届け致します。
加入時の出資金は教職員の方は5,000円をお願いしています。転
勤・退職等で北大を離れる際には、生協の脱退手続き時に全額
返還いたします。

教職員組合員加入キャンペーン 教職員組合員加入キャンペーン 

加入申込 組合員の方のみのメリット！！

税込決済金額の5％がさらにポイント付与されます
北大生協がキャッシュレス・消費者還元事業の決済事業者とし
て本登録されました。
生協電子マネーによる決済が還元対象になります！

この期間に生協へご加入者された方へ
キャンペーン特典として『生協書籍500円利用券』プレゼント！

ミールカードとは「生協食堂年間利用定期券」です。
一定額（550円コースなら105,000円）を一括前払いしていた
だくことで、翌年3/31までの１年間、利用コース限度額まで
食事をとることができます。（日・祝日を除く）
IC職員証一体型で、大学構内（札幌キャンパス）にある７つ
の食堂でご利用いただけます。是非ご利用ください。
詳細は北大生協ホームページ・食堂店内のパンフレットをご
覧ください。

ミールカードお申込み受付中！

生 協の店 舗・サービスは、生 協に加入してからご 利用ください
４/１（水）～５/29（金）まで

制
度
を
導
入
し
て
お
り
、
学
部
移
行

が
あ
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
大
学
生
活
の
重
点
と
し

て
、「
部
活
動
」「
人
間
関
係
」
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
「
ほ
ど
ほ
ど
」「
な
ん
と

な
く
」
と
回
答
し
た
方
が
20
％
程
度

い
る
の
は
気
に
な
り
ま
す
。
特
に

「
な
ん
と
な
く
」
大
学
生
活
を
送
る

と
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、「
な
ん
と
な
く
」
過
ご

し
て
い
る
と
、
結
局
大
学
生
活
を
終

え
た
あ
と
、
何
も
残
ら
な
い
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
将
来
的

に
は
就
職
活
動
に
も
影
響
し
て
き
ま

す
。
せ
っ
か
く
北
海
道
大
学
に
入
っ

た
の
で
す
か
ら
、
な
る
べ
く
何
か
し

ら
の
目
標
・
目
的
を
持
っ
て
充
実
し

た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

進
路
と
就
職

北
海
道
大
学
は
大
学
院
進
学
者
が

55
％
で
、
全
国
平
均
26
．８
％
の
約

２
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
上
記
の
大

学
生
活
の
重
点
を
見
て
も
わ
か
る
と

お
り
、
勉
学
・
研
究
に
熱
心
な
学
生

さ
ん
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
魅
力
的
な
研
究
院
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

一
方
、
大
学
院
進
学
者
の
う
ち
、

不
安
を
感
じ
て
い
る
の
は
、37
．９
％

と
こ
れ
ま
た
全
国
平
均
17
．８
％
の

２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
安
の
中
身
は
「
就
職
で
き
る

か
」「
希
望
の
職
種
に
就
け
る
か
」

「
就
職
先
が
安
定
し
て
い
る
か
」
が

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
大
学
院
進

学
の
皆
さ
ん
は
特
に
就
職
に
関
す
る

不
安
が
多
い
よ
う
で
す
。
修
士
で
修

了
す
る
と
、
大
学
院
生
活
は
２
年
間

で
す
。
修
士
１
年
の
終
わ
り
に
は
就

職
活
動
が
始
ま
る
よ
う
で
す
の
で
、

勉
学
・
研
究
に
費
や
す
こ
と
の
で
き

る
時
間
は
実
質
１
年
～
１
年
半
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
大
学

院
は
学
部
時
代
と
異
な
り
、
学
会
や

研
究
会
へ
の
参
加
も
増
え
、
ま
た
研

究
も
格
段
に
忙
し
く
な
り
ま
す
。
そ

の
中
で
、
将
来
（
就
職
）
の
心
配
も

し
な
が
ら
研
究
を
続
け
る
と
い
う
の

は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

生
協
書
籍
部
に
つ
い
て

こ
こ
で
話
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ

て
、
生
協
書
籍
部
（
以
下
「
書
籍

部
」）
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

書
籍
部
へ
の
来
店
は
月
に
１
～
３
回

の
方
が
多
い
で
す
が
、
こ
れ
は
読
書

を
し
な
く
な
っ
た
訳
で
は
な
く
、
書

籍
部
に
あ
ま
り
魅
力
を
感
じ
て
い
な

く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
他
店

で
購
入
さ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
書
籍
部
と
比
べ
、
他
店
は
「
欲

し
い
本
が
あ
る
」「
新
刊
が
あ
る
」

「
話
題
の
本
が
あ
る
」
な
ど
残
念
な

が
ら
多
く
の
点
で
優
っ
て
い
ま
す
。

書
籍
部
が
、
唯
一
他
店
に
比
べ
優
っ

て
い
る
の
は
「
必
要
な
本
が
あ
る
」

点
で
す
。
学
内
に
あ
る
書
籍
部
の
面

目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。と

は
言
え
、
北
大
生
協
と
し
て
も

こ
の
結
果
を
重
く
受
け
止
め
、
商
品

（
本
）
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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台湾紅茶の父　新井耕吉郎
1936年魚池紅茶試験支所が開設され、北大紅茶師弟コンビの谷村愛之助が初代支所長となり、新井耕吉郎は技手と

して支所の宿舎に妻子とともに引っ越しました。この宿舎が完成した昭和十一年三月十五日の台湾農林新聞によれば、
「最も眼目とされるのが台湾在来野生種の台湾山茶を活用する方法として、優秀である印度茶に台湾山茶を掛け合わせ
て、ホントウによく本島の土地に適合した寒さ暑さ病害に抵抗性のある品種を発見したいといふのが、究極の目的」と
あります。
新井は究極の目的であるアッサム種と台湾山茶の人工交配による新品種作成のため、前号の蓮華池薬用植物園から

優良品種を選抜するとともに、異なる地方より更なるアッサム種を導入します。ところが、新井が支所長に就任した
1941年には、第二次世界大戦へと突入し、終戦後も紅茶試験支所に残り試験を継続しようとしますが、志半ばにして
マラリアによって42歳でこの世を去ってしまいます。
近年、こうした新井耕吉郎の台湾紅茶への貢献が明らかになり、台湾紅茶の父と呼ばれるようになりました。このこ

とを知った新井耕吉郎の孫夫婦とひ孫二人の来訪時にお伺いしたのですが、耕吉郎については何も知らなかったそうで
す。耕吉郎の一人娘、玲子さんから見れば、父、母、兄、弟と家族全員を失った台湾での生活は話したくなかったので
しょう。ただ、台湾バナナだけは大好きでその思い出は聞いていたそうです。玲子さんは魚池とトロッコ鉄道でつなが
る埔里の尋常高等小學校に通っており、父に連れられて埔里の北大台湾演習林事務室を訪れ、台湾バナナを食べながら
珈琲と紅茶を飲んでいる様子が目に浮かびます。

北大卒業生と郭少三の深い縁
終戦で途絶えた北大卒業生達の志を継ぐ、北大卒業生ゆかりの紅茶園が埔里にあります。それが郭少三が1939年に創

業した東邦紅茶です（前々号の写真）。魚池紅茶試験支所が創立した1930年代は、台湾総督府殖産局の勧めで多くの日本
資本の紅茶園が創業しました。しかし、これらの日本資本の紅茶園は終戦とともに日本へ引き上げてしまい、残ったのは
唯一台湾資本だった東邦紅茶だけでした。
前述したように北大閥が形成されていた台北帝国大学理農学部では、北大農芸化学科を卒業した山本亮教授が紅茶を研

究していました。この理農学部の学生だった郭少三は山本を恩師と仰ぎ紅茶を志すようになります。山本の指導の下、郭
はアッサム種の起源と分布を調べ、1932年と1933年ビルマとタイの国境地帯を訪れアッサム種のシャン種を発見しまし
た。そしてその種子を台湾の基隆港に持ち帰りましたが、すでに発芽しており通関することができませんでした。その時
も、山本に協力してもらい無事通関することができたのです。
さらにこのシャン種をどこで栽培するか悩んだ時、山本亮と北大農芸化学科の同級生で魚池紅茶試験支所長となる谷村

愛之助が北大台湾演習林事務室があった埔里を勧めたため、埔里の山間部に紅茶園を開設することにしたのです。そして
製茶場は新井耕吉郎の娘が通う埔里社尋常高等小学校のすぐ隣に構え、更なるアッサム種を求めていた新井のいる魚池紅
茶試験支所にこのシャン種を提供しています。このように郭少三は北大卒業生の恩師山本亮、その同級生谷村愛之助、そ
の弟子の新井耕吉郎の三人とは深い縁があったことがわかります。

東邦紅茶に引き継がれた北大卒業生たちの思い
東邦紅茶は現在郭少三の孫、郭翰元に引き継がれており、

シャン種はもちろん台茶18号など様々な紅茶を生産していま
す。郭翰元は去年10月に行われた紅茶品評会の台茶18号部門
に出品し、520件の中で優勝しました。この台茶18号は新井耕
吉郎が究極の目的としてアッサム種と台湾山茶の人工交配で育
種研究を行っていたものを、その遺志を継いだ台湾人技師達が
さらに50年かけて選抜した紅茶品種で、東邦紅茶もその試験栽
培に協力していたのです。
紅茶に関わった北大卒業生たちの思いが埔里の東邦紅茶に引

き継がれ、新井の究極の目的だったものが台茶18号となり、そ
の部門で優勝したことは、埔里に住む北大卒業生として本当に
嬉しく誇りに思います。

～第1～第133回～回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人　菅　大志

「北大珈琲」と「北大紅茶」
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新入学時を迎え、学生たちのサークル勧誘の賑やかな声が学内に溢れてい
ますが、北海道大学には学生のみでなく教職員が運営する多くの文化系・体
育会系サークルがあります。各サークルでは様々な活動が行われていて、普
段の活動に加え、イベントや学内大会を主催しています。各サークルのご協
力のもと、それぞれのサークルの活動内容等をご紹介していきます。　

まず第１回目は、当冊子の表紙写真でご協力いただいている「教職員写真
同好会」です。 

写真同好会は2001年に結成し、北大の教職員10名で活動している北大公認の団体です。
年間の活動内容は、撮影会と批評会を数回行い、その発表の場として、写真展を開催しています。撮影地は、主に札幌

キャンパスや植物園が多いですが、北方生物圏フィールド科学センターの研究林や道外及び海外に訪れることもあります。
写真展はこれまで15回行い、総合博物館、ファカルティハウスエンレイソウ、北大病院、苫小牧研究林で開催してきま

した。より多くの方に足を運んでもらうため、写真展会場で市民向けの講演会を行ったり、北大病院では入院患者へ、苫小
牧研究林では市民の方へ、すべての展示作品をプレゼントしました。

その他の活動としては、本誌「きぼうの虹」への表紙写真の提供、フォトコンテ
ストの審査。また、毎年秋に販売する北大カレンダーの写真提供、写真選定。他に
も各部局で発行する広報誌への写真素材提供、撮影のアドバイスも行っています。

これらの活動を通じて、大学関係者には北大風景の素晴らしさを改めて感じても
らい、訪れたことがない方々には、興味を持つきっかけになればと思っています。

現在、会員募集は行っておりませんが、広報誌やWEB等の写真素材にお困りの
際はお気軽にご連絡ください。

代表　伊藤（北大病院　内線7007）

北大教職員サークル紹介
「教職員写真同好会」

写真展（総合博物館会場）

本紙前号（第386号、2020年２月発行）にて、CAS-Net JAPAN 2019年次大会の参加報告を執筆させていただきまし
た。紙面の都合により、北大生協からの事例発表を主に紹介しましたが、今回は年次大会全体を通じて扱われていた

「持続可能性・SDGsと大学キャンパス」について前回に続く形で報告します。

「サステイナブルキャンパスとは持続可能な社会の形成に貢献する大学づくりであること」は、年次大会での基調講
演のポイントとして紹介した通りであります。では、「持続可能な社会の形成に貢献する大学づくり」のために、どの
ようなことが大切であろうか、私なりにまとめてみました。

教育研究機関としての理想のキャンパスはつくられているが、「学修の主体である学生」「大学が存在する地域」と
いった視点がこれからは益々大切であると、さまざまな活動事例やパネルディスカッションから述べられたと、私は
感じています。事実、加盟大学・団体から持ち寄られた活動事例では、東京大学TSCP学生委員会*1や、名古屋大学が
2018年に整備したC-TECs*2など、「大学が現在社会に対して何を成し遂げたいのか」を明確にして実現してきた事例が
多く集まっていました。

大学としての資産・価値と更なる研究成果を増やすことにとどまらず、キャンパスで生活する人々やさまざまな課題
を抱える社会をも改善・発展させていくことにつながるキャンパス整備を、北大にも期待したいと一学生ながら感じ
た年次大会でありました。

*1 東京大学サステイナブルキャンパスプロジェクト（TSCP）を推進することを目的に、学生参画を切り口に活動している学部生・大学院生の委員会

（https://utsustainability.wixsite.com/utsustainability）

*2 エネルギー変換エレクトロニクス研究館。オープンプロセスプラットホームのオープンラボを目指し、利用者の実感を大切にしながら、大空間を設

けることによる講座制の垣根を越えていく仕掛けを盛り込んだ研究棟。（http://www.cirfe.imass.nagoya-u.ac.jp/index.html）

これからの大学キャンパスはどのようにつくられ、何のために存在するか
～ CAS-Net JAPANからすべての大学に今問われていること～

中山　拓登（農学院 環境資源学専攻 修士課程２年）

● キャンパスを共有財として、学生・教員・職員がともに考えあう、行動につなぐ
● 生活コミュニティでもあるキャンパスとして、人の生き生きとした姿が見える
● 大学の持続可能性以上に、社会の持続可能性を考える
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

今
回
は
、
災
害
多
発
で
値
上
げ
が
続
く
火
災
保
険
の
保
険
料
の

話
で
す
。

多
く
の
方
は
、
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
、
賃
貸
物
件
な
ら
ば
、

入
居
時
に
家
財
を
補
償
す
る
た
め
の
火
災
保
険
へ
の
加
入
を
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
気
に
な
る
の
は
保
険
料
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

損
害
保
険
各
社
に
よ
る
と
、
最
近
の
自
然
災
害
が
急
増
・
甚

大
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災
害
で
支
払
っ
た
保
険
金
の
総
額

は
、
２
０
１
８
年
度
は
過
去
最
高
の
お
よ
そ
１
兆
６
６
０
０
億
円
、

２
０
１
９
年
度
も
台
風
被
害
が
相
次
い
だ
た
め
１
兆
円
を
超
え
る
見

込
み
と
の
こ
と
。
保
険
金
の
支
払
い
が
巨
額
に
上
り
収
支
が
悪
化
し

て
い
る
た
め
、
２
０
１
９
年
10
月
に
損
害
保
険
会
社
は
保
険
料
の
値

上
げ
を
実
施
。
保
険
金
支
払
い
の
増
加
に
消
費
税
増
税
も
加
わ
り
、

２
０
２
１
年
１
月
に
さ
ら
に
保
険
料
の
値
上
げ
を
予
定
。
値
上
げ
率

は
、
こ
の
２
年
で
10
％
ほ
ど
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

同
時
に
、
相
次
い
で
い
る
自
然
災
害
の
将
来
の
予
測
は
難
し
く
、

契
約
期
間
の
長
い
火
災
保
険
で
は
、
保
険
会
社
の
収
支
が
合
わ
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
保
険
期
間
の
最
長
を
10
年
契
約
で
は
な

く
、
５
年
契
約
に
短
縮
す
る
こ
と
も
予
定
。
契
約
期
間
を
短
く
す
れ

ば
、
直
近
の
自
然
災
害
の
発
生
状
況
や
保
険
金
の
支
払
い
額
を
も
と

に
契
約
者
が
負
担
す
る
保
険
料
を
変
更
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
災
や
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
火
災
保
険
は
大
事

な
保
険
で
あ
り
、
加
入
し
な

い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

家
計
へ
の
影
響
は
大
き
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
購
入

後
に
加
入
し
た
火
災
保
険
が

切
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
、
ま
た
、
保
険
金
額

が
評
価
に
合
わ
ず
、
高
い
保

険
料
を
払
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
損
害
保
険
代

理
店
で
は
無
料
で
見
積
や
点

検
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
代
理
店
で

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ほ
け
ん
の
お
話

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
18
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子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
す

み
っ
コ
ぐ
ら
し
」
の
中
に
、
キ
ュ
ウ
リ
を
握
り
し
め

た
ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
が
い
ま
す
。
な
ぜ
キ
ュ
ウ
リ
を
？

…
ど
う
も
自
分
の
頭
の
上
に
は
、
な
に
か
が
あ
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
お
皿
が
乗
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
昔
は
カ
ッ
パ
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
、
キ
ュ
ウ
リ
大
好
き
だ
し
…
自
分
が
ほ
ん

と
う
は
何
者
な
の
か
、
と
悩
み
続
け
て
自
分
さ
が
し

の
日
々
…
（
出
典
：
『
す
み
っ
コ
ぐ
ら
し
大
図
鑑
』
）

自
分
探
し
と
い
う
こ
と
も
、
こ
ん
な
に
普
通
の
こ

と
に
な
っ
た
の
か
な
、
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。
本

当
の
自
分
と
い
う
の
は
、
考
え
て
み
れ
ば
か
な
り
曖

昧
な
も
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
大
体
は
、
自
分
が

思
う
自
分
と
、
客
観
的
に
見
た
自
分
は
ズ
レ
て
い

る
、
し
か
も
、
ズ
レ
て
い
る
こ
と
で
心
の
安
定
が
保

た
れ
て
い
る
面
が
あ
る
ら
し
い
、
と

い
う
の
は
以
前
お
話
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
客
観
的
に
本
当
か
ど
う

か
と
い
う
ム
ズ
カ
シ
イ
こ
と
は
置
い

て
お
い
て
、
こ
れ
こ
そ
が
本
当
の
自

分
だ
、
と
い
う
ピ
タ
ッ
と
来
る
感
じ

が
重
要
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

心
理
学
の
考
え
方
で
言
う
と
、
自

分
探
し
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
同

一
性
）
の
確
立
と
い
う
問
題
と
、
重

な
る
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
一
人
一
人
様
々
な

側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

い
う
の
は
簡
単
に
言
う
と
、
そ
れ
ら
を
全
部
ひ
っ
く

る
め
て
、
「
自
分
は
こ
れ
だ
」
と
感
じ
ら
れ
る
自
己

規
定
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
私
が
関
西
か
ら
や
っ

て
き
て
北
大
生
に
な
っ
た
時
、
北
海
道
出
身
の
級
友

が
「
こ
れ
が
北
海
道
の
朝
め
し
さ
！
」
と
言
っ
て
、

朝
、
学
食
で
ホ
ッ
ケ
の
開
き
定
食
を
食
べ
て
い
た
の

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
で
し
た
。
級
友
は
、
北
海

道
人
と
い
う
意
識
、
す
な
わ
ち
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

自
分
は
何
者
か
、
と
言
う
と
、
か
な
り
内
面
的

な
問
い
か
け
と
い
う
印
象
が
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
自
分
探
し
は
自
身
の
内
面
と
向
き
合
う
、
と
い

う
面
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
心
理
学
に

お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
職
業
選
択
と
い
う

形
で
結
実
す
る
と
さ
れ
て
い
て
、
つ
ま
り
、
社
会
の

中
の
ど
う
い
う
役
割
を
持
っ
た
集
団
の
一
員
に
な
る

か
、
と
い
う
決
定
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
ち
ら

の
面
は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思

い
ま
す
が
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
探
求
、
す
な
わ

ち
自
分
探
し
に
は
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
い
う
わ

け
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
内
面
に
向
か
い
合
う
と
い
う
こ

と
に
も
、
向
き
不
向
き
と
い
う
か
、
実
り
の
多
い
人

と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
自

分
を
見
つ
め
る
人
も
い
れ
ば
、
行
動
す
る
こ
と
を
通

じ
て
自
分
を
探
求
す
る
人
も
い
る
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
、
内
面
を
見
つ

め
る
と
い
う
印
象

が
強
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
う

と
ば
か
り
は
限
ら

な
い
の
で
す
。
日

常
の
具
体
的
な
問

題
を
解
決
し
て
ゆ

く
お
手
伝
い
を
通

じ
て
、
よ
り
良
い

生
に
近
づ
い
て
ゆ

こ
う
と
す
る
、
と

い
う
方
が
良
い
こ

と
も
多
い
の
で
す
。
深
層
心
理
だ

け
で
な
く
、
浅
層
心
理
も
大
切
だ
、

と
い
う
あ
る
心
理
療
法
家
の
言
葉

は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
自
身
の
内
面
に
向
き

合
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
、
問
題
を
乗
り
越
え
、
よ
り
良

い
生
に
向
か
っ
て
ゆ
く
の
に
役
に
立
つ
場
合
も
多
い

わ
け
で
す
が
。
で
も
、
み
ん
な
が
み
ん
な
自
分
を
見

つ
め
な
く
て
は
い
け
な
わ
け
で
は
な
い
と
、
私
は
思

い
ま
す
。

…
ん
？　

な
ん
か
頭
の
て
っ
ぺ
ん
が
ス
ー
ス
ー
す

る
な
。
ど
う
も
そ
こ
に
な
に
か
あ
っ
た
よ
う
な
…　

も

し
か
し
て
本
当
は
カ
ッ
パ
だ
っ
た
の
か
も
！　

自
分
さ

が
し
の
旅
に
出
よ
う
か
な
♪　

…
と
娘
と
一
緒
に
騒
い

で
い
る
と
…　

ヤ
メ
ロ
！
そ
れ
は
髪
が
薄
く
な
っ
た
だ

け
だ
！
と
、
息
子
に
シ
メ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

渡邊　誠

自分探しを自分探しを
めぐるお話めぐるお話

こころの
健康を考える 63○
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北大キャンパスの
遺跡へ行こう

る
、
50
個
体
も
の
須
恵
器
を
は
じ

め
、
環
状
鉄
製
品
や
刀
子
、
そ
し

て
コ
メ
な
ど
、
擦
文
文
化
の
時
期

に
本
州
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
様
々
な
遺
物
が
多
数
出

土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本

恵
迪
寮
地
点
の
発
掘
調
査

北
海
道
大
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
の
北
西
に
位
置
す
る
恵
迪
寮

は
、
か
つ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
南
か

ら
北
へ
む
か
っ
て
流
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
二
つ
の
河
川
、
サ
ク

シ
ュ
コ
ト
ニ
川
と
セ
ロ
ン
ペ
ツ
川

が
ち
ょ
う
ど
合
流
す
る
場
所
に
立

地
し
て
い
ま
す
。
恵
迪
寮
の
建
設

に
先
立
っ
て
１
９
８
１
年
か
ら

１
９
８
２
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
発
掘
調
査
（
写
真
１
）
で
は
、

擦
文
文
化
中
期
に
属
す
る
遺
物
や

遺
構
が
数
多
く
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

恵
迪
寮
は
、
遺
跡
の
上
に
建
て
ら

れ
た
学
生
寮
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
。

こ
の
恵
迪
寮
地
点
で
は
、
青
森

県
内
で
生
産
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

第6回
刻書土器の発見
北海道大学埋蔵文化財調査センター　髙倉　純

盛
っ
た
食
物
を
神
に
供
献
す
る

（
奉
る
）
際
に
文
字
が
書
か
れ
る
と

の
理
解
か
ら
、「
奉
」
の
略
字
で
は

な
い
か
と
す
る
説
（
平
川
南
氏
に

よ
る
）
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
説
で
は
、
宗
教
的
な
供
献
に

用
い
ら
れ
た
土
器
で
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
仏
典
の
ひ
ろ
が

り
に
伴
っ
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
異
形
の
文
字
で
あ
る
と
の

説
（
三
上
喜
孝
氏
に
よ
る
）
も
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
説
を
採
る
に
し
て
も
、

こ
の
土
器
は
、
古
代
に
お
け
る
本

州
と
北
海
道
と
の
間
で
の
政
治
・

経
済
・
宗
教
的
関
係
を
考
え
る
う

え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で

あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

恵迪寮地点出土の刻書土器実測図

写真１：恵迪寮地点での発掘調査の様子

写真3：炭化物マウンド

地
点
が
当
時
、
物
流
の
重
要
な
結

節
点
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

刻
書
土
器

恵
迪
寮
地
点
の
発
掘
調
査
で
は
、

１
点
の
珍
し
い
土
器
の
出
土
に
多

く
の
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
坏
と
呼
ば
れ
る
小
形
の
土
器

の
外
面
に
、
ヘ
ラ
に
よ
っ
て
「
夫
」

と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
も

の
で
す
（
写
真
２
）。
同
じ
地
層
か

ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
や
遺
構
か
ら

み
て
、
擦
文
文
化
中
期
、
９
世
紀

半
ば
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
刻
書
土
器
は
、
い
く
つ
か
の

破
片
に
分
か
れ
て
、
竪
穴
住
居
址

の
周
辺
や
炭
化
物
マ
ウ
ン
ド
（
写

真
３
）
と
呼
ば
れ
る
遺
構
か
ら
出

土
し
て
い
ま
す
。

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
時

期
の
本
州
の
遺
跡
で
は
、
文
字
文

化
の
普
及
を
反
映
し
て
、
文
字
が

刻
ま
れ
た
刻
書
土
器
や
墨
で
書
か

れ
た
墨
書
土
器
は
数
多
く
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
北
海
道

内
の
遺
跡
か
ら
の
発
見
は
き
わ
め

て
珍
し
く
、
こ
の
資
料
の
発
見
に

つ
い
て
は
、
新
聞
（
朝
日
新
聞

１
９
８
２
年
12
月
３
日
付
記
事
）

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
的
に

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

刻
書
文
字
の
意
味

刻
書
土
器
に
み
ら
れ
る
「
夫
」

と
い
う
字
は
、
見
慣
れ
な
い
文
字

で
す
。
こ
の
文
字
は
、
ど
の
よ
う

に
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
歴
史
学
者
の
間
で
も
見
解

が
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

発
見
の
当
初
は
、「
夷
」
の
異

体
字
と
す
る
説
（
佐
伯
有
清
氏

に
よ
る
）
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
説
で
は
、
北
海
道

の
「
蝦
夷
」
が
出
羽
国
の
秋
田
城

な
ど
に
「
来
朝
貢
献
」
し
た
際

に
、「
賜
饗
」
を
お
こ
な
っ
た
宴
席

の
場
で
使
用
さ
れ
た
坏
な
ど
の
食

器
の
な
か
に
「
夫
」
の
字
が
書
か

れ
た
土
器
が
あ
り
、
そ
れ
が
持
ち

帰
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

後
、
刻
書
・
墨
書
土
器
は
、
器
に写真２：土器に刻まれた「夫」の字
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委
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会

教
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会

３
月
で
卒
業
に
よ
り
５
人
の
留
学
生

委
員
が
退
任
し
、
あ
ら
た
に
４
人
の
留

学
生
委
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
取
り

組
ん
で
い
よ
う
と
し
て
は
い
る
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
留
学
生
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延
期
・
実
施
未

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

留
学
生
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

も
、
開
催
予
定
だ
っ
た
留
学
生
委
員
会

主
催
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や
中
古

自
転
車
譲
渡
、
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
開
催
の
見
通
し

は
不
透
明
で
す
。
今
後
、
開
催
で
き
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
店
頭
で
の
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
告
知
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
留
学
生
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
製
作
中

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
る
の
で
す

が
、
留
学
生
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
製

作
は
進
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
食
堂
部

の
ペ
ー
ジ
内
で
、
学
食
メ
ニ
ュ
ー
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
に
つ
い
て
の
案
内
を
新
た
に

加
え
ま
し
た
。
完
成
後
は
各
生
協
店
舗

に
置
い
て
、
ご
自
由
に
お
持
ち
い
た
だ

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

■
新
入
院
生
の
た
め
の
情
報
冊
子

「
い
ん
で
な
い
か
い
２
０
２
０
」
完
成

毎
年
作
成
し
て
い
る
新
入
院
生
向
け
冊

子
「
い
ん
で
な
い
か
い
２
０
２
０
」
が
完

成
し
ま
し
た
。
先
輩
院
生
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
院
生
生
活
の
リ
ア
ル
な
情
報
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
い
ん
で
な
い
か
い
は
、

資
料
請
求
を
い
た
だ
い
た
新
入
院
生
の
方

に
順
次
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

■
院
生
総
代
立
候
補
受
付
中

５
月
26
日
（
火
）
開
催
の
北
大
生
協

通
常
総
代
会
に
向
け
て
、
院
生
総
代
の

選
出
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
年
、
30
名

程
度
の
院
生
総
代
を
選
出
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
は
40
名
を
目
標
に
選
出

を
進
め
て
い
ま
す
。
研
究
室
で
推
薦
い

た
だ
け
る
院
生
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、

hokudai_insei@
coop.hokudai.ac.jp

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
・
１
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休

み
を
利
用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生

協
の
営
業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様

に
利
用
者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見

を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

２
月
は
18
～
20
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

３
月
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

リ
ス
ク
を
考
え
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。
２
月

は
20
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
は
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
と
し
て
、
北

大
の
教
職
員
サ
ー
ク
ル
「
写
真
同
好

会
」
の
紹
介
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

今
後
も
不
定
期
で
す
が
、
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
掲
載

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

北
大
生
協 

理
事
会
室（
学
内
内
線
）3285

seikyou@
coop.hokudai.ac.jp

【 

編
集
後
記 

】

　

希
望
の
虹
３
８
７
号
を
お
届
け
し
ま

す
。

　

今
年
は
穏
や
か
な
冬
と
安
心
し
て
い

た
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威

に
曝
さ
れ
る
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
し

た
。
４
月
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
時
期
！

北
大
生
協
へ
の
組
合
員
加
入
を
促
進
し

充
実
し
た
北
大
生
活
を
送
る
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
い
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
願
う
。

■
受
験
生
歓
迎
を
実
施
し
ま
し
た

学
生
委
員
会
で
は
、
２
月
25
、
26
日

に
行
わ
れ
た
北
海
道
大
学
の
一
般
入
試

前
期
日
程
の
受
験
生
向
け
に
、
２
月
23

～
25
日
に
受
験
生
を
歓
迎
す
る
様
々
な

企
画
を
行
い
ま
し
た
。
昼
間
は
ク
ラ
ー

ク
会
館
、
夜
は
北
大
周
辺
の
ホ
テ
ル
８

カ
所
に
て
受
験
生
の
不
安
を
北
大
生
が

解
消
す
る
企
画
「
北
大
生
と
話
そ
う
」

を
行
い
、
札
幌
駅
で
は
道
案
内
の
他
に

学
生
委
員
会
で
発
行
し
た
受
験
生
応
援

冊
子
「
い
な
蔵
」
の
入
っ
た
「
い
な
蔵

パ
ッ
ク
」
の
受
験
生
へ
の
配
布
も
学
生

委
員
自
身
の
手
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の

日
頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ

と
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

公
式
Ｈ
Ｐ
・T

w
itter

を
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る

方
は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
! !

2020 年 4 月 1 日 よりよい生活と平和のために 第 387 号　（ 8 ）

Web ページ「きぼうの虹 pdf 版」　http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/kyoushokuin/index.html

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


